
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

音楽会を終えて♬ 
   

 

 

 

 

令和７年度生徒会スローガン 

挑む 

令和７年 12 月 15 日発行 担当 生徒会本部  
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少し時間がたってしまいましたが、音楽会お疲れさまでした。まず金賞を

取ったクラスの人おめでとうございます。本番はどの学年もこれまでの練習

の成果をしっかりと発揮し、一人ひとりが主役なって素晴らしい合唱になっ

たと思います。本番に向けて思うようにいかなかったこともあったと思いま

すが、何事も簡単に上手くはいかないと思います。その壁を乗り越えること

ができたからこそ、本番良い合唱が出来たんだと思います。今回の音楽会で

得た経験は、これからの学校生活にも必ず生きると思います。協力すること

の大切さや、一つの目標に向かって、努力するすばらしさを忘れずに、これ

からも一緒に頑張っていきましょう。一二年生は、来年の音楽会を今年以上

に盛り上げてください！！！ 

音楽会実行委員会 委員長 奥冨陽向  

体育委員会委員長の福嶋俐々香です。まずは、今年も体育委員会へのご協力ありがとうございました。

私は、初めて一年間委員会に入り、委員長という立場で活動させてもらいました。はじめは不安でした

が一年の時から体育委員会に入っていた仲間や先生方の力を借りて一番の大きな行事である体育祭を

乗り越えることができました。細かい仕事や大切な仕事が多い中で一つひとつ仲間と協力しながら全学

年のミスがなく終わることができました。また、体育祭でも話させてもらいましたが、委員長という立

場での体育祭を経験して改めて多くの方に支えてもらっているなと感じました。体育祭の準備から片付

け、運営と多くのことを堀中の生徒、先生方、地域・保護者の皆様にサポートしていただいている姿を

自分の目で見ることができたのは、今まで競技や応援だけやっていた私にとって大きく視野が広がり、

些細なことにも気付けるようになり良い経験になりました。みんなが本気になる姿や頑張っている姿が

先生方や地域・保護者の皆様の心を動かし、サポートしたいと思ってもらえる環境を作れたと思います。

そして、体育祭で得たものは生活のすべてに通用すると思います。行事が終わってしまうと、その時は

できていたことができなくなってしまうことが多いと思います。ですが、そこで団結力や一人ひとりの

頑張りを生かすことがほんとの行事をやる意味になってくると思います。普段の生活でも誰かの心を動

かせるような人になると、自然と学校全体の雰囲気も良くなり、交通マナーや私生活が今よりもさらに

よくなっていくと思います。このように、ただ楽しい体育祭で終わるのではなく、何のために行事があ

るのか、次に向けてどう生かすことができるのかを考えられるようになるとより充実した学校生活が送

れると思います。 

自分なりに去年とはまた違った良さを出しながら一年間活動できたと思います。体育委員会は、仕事が

多い中で、一年間やり切ってくれた体育委員会のメンバーがいたからこそ委員長としてのびのび活動す

ることができました。ありがとうございます。 

「当たり前の今日がもし誰かの明日で 誰かは今日という日を死ぬほど生きたかっただろう」Bigfumi

さんの Life という曲の歌詞のように誰かが死ぬほど生きたいと思っている今日を生きている私たちは、

日々後悔しないように何事にも全力で取り組んで笑顔あふれる充実した生活を過ごしましょう！この

歌は絶対に聞いてください！ 

最後になりますが、ここまで私を成長させてくれた方々には感謝しかないです。この経験が今後の自分

やすべての人にさらに良いものとして繋がるようにこれからも生活していきます。改めてありがとうご

ざいました。 

体育祭実行委員会 委員長  福嶋俐々香 

 


